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つながりのはじめは、着替え指導 
一緒に遊んでくれる６年生。うれしくてたのも

しくて優しいです。 

着替え指導では、 

服のたたみ方や身 

なりを整えること 

の大切さも教えて 

もらいました。 

 お弁当の時間のテーブルクロスのかけ方もお

手本を見せてもら

うと直ぐにわかり

ますね。 

             みんなで協力した

らいいんだよとコ

ツを教えてもらい

ました。 

その後、みんなで芝生 

の上で思いっきり遊び 

ました。走ったり遊具 

にのぼったり。 

 これから１年間、 

色々な行事や活動の 

中で１年生と６年生のつながりが深くなること 

でしょう。これまでの例では、６年後、６年 

生が広島なぎさ高等学校を卒業する頃、小学校

に来てくれて、ず

いぶん時間がたっ

ているのに、ペア

の人の名前や顔を

ぼえていて一緒に

写真を撮ること 

もありました。忘れられない深いつながりです 

入学式～元気いっぱい～ 
４月６日（土）満開の桜の花に包まれて入学式が

行われました。花々もお祝いしているようでした。 

新入生は、なぎさ公園小学校第１７期生。元気い

っぱい返事をして、なぎさっ子の仲間入りをしまし

た。お祝いの言葉の中で、クラスの名前の「つく

し」と「こごみ」について紹介がありました。 

当日、１年生の教室には、つくしとこごみの鉢植

えが置かれ、本物にふれる一番最初の出会いがクラ

ス名とは、うれしい限りです。 

入学式では、舞台中央に立ち、名前を呼ばれたら大 

きな声で返事をし 

ます。緊張したと 

思いますが、立派 

な態度で式に臨み 

ました。たとえ、 

１年生であって

も、堂々と人前で自分を表現することができるよう

にとの願いがこめられています。 

 １年生の教室には 

先輩の２年生がお祝 

いのメッセージとき 

れいな花のアレンジ 

メントで迎えてくれ 

ました。 

式のはじめは６年 

生に手を引かれて体育館へ入場しましたが、式が終 

われば、先生と一 

緒に教室へ帰りま 

す。いよいよなぎ 

さ公園小学校での 

生活が始まりま 

す。「かしこく、 

ゆかたに、たくま 

しく、世界はとも

だち」の合言葉のように 

みんなでぐん 

ぐん伸びてい 

きましょう。 

緊張した顔 

がすっかり和 

らいで、笑顔 

があふれてい 

ました。70名 

のなぎさっ子、 

おめでとう。 

 

 

 

 

コバノトネリコ 
中央棟の真ん中に植えてある木。造園

樹ではないが、4月の花の時期には雪を

かむったように咲く。乾燥にも耐える。

今年はひときわ、花が見事に咲いた。 

材質は堅く強い粘りがある。とくに野

球で使われる木製バットの原料として知

られる。 

４月の生活目標 
○あいさつをしよう 

○生活のリズムをととのえよう 
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